
　

平
成
30
年
度
市
職
員
採
用
試
験

「
消
防
・
管
理
栄
養
士
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

行
政
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
皆

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
１
次
試
験

　

印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験

▼
日
程　

　

９
月
16
日
（
日
）

▼
場
所　

　

佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校　
　
　

　

＜

佐
倉
市
城
内
町＞

■
２
次
試
験

　

１
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

※
2
次
試
験
合
格
者
の
み
３
次
試

験
ま
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
職
種
・
募
集
人
数
・
受
験
資
格

▼
消
防
（
救
急
救
命
士
含
む
）

　
若
干
名

　
平
成
２
年
4
月
2
日
～
平
成
13

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

救
急
救
命
士
は
、
平
成
31
年
春
季

ま
で
に
救
急
救
命
士
の
資
格
取
得

見
込
み
の
人
を
含
む
。（
学
歴
不

問
）

▼
管
理
栄
養
士
　
若
干
名 

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
～
平
成
9

年
４
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
31
年
春
季
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
（
国
籍

不
問
）

※
資
格
が
取
得
で
き
な
か
っ
た
と

き
は
、
採
用
を
取
り
消
し
ま
す
。

■
申
込
書

　

７
月
６
日
（
金
）
か
ら
窓
口
で

配
布
、ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
三
菱
グ
ル
ー
プ
第
三
代
社
長
の
岩
崎
久ひ

さ
や彌

ゆ
か
り
の
史
跡
が
あ
る
富
里

市
、
高
知
県
安
芸
市
、
岩
手
県
雫
石
町
、
東
京
都
台
東
区
で
は
岩
崎
家
ゆ

か
り
の
地
と
称
し
て
広
域
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
16
日
に
は
、
４
自
治
体
と
岩
崎
家
ゆ
か
り
の
地
に
関
連
す
る
企
業

な
ど
で
構
成
す
る
岩
崎
家
ゆ
か
り
の
地
広
域
文
化
観
光
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
協
議
会
事
業
を
通
じ
て
各
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
各
種
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
一
つ
目
の
事
業
と
し
て
、
岩
崎
家
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ

す
る
物
産
展
を
、
第
二
代
社
長
の
岩
崎
彌
之
助
邸
宅
跡
に
建
つ
御
茶
の
水

ソ
ラ
シ
テ
ィ
協
力
の
も
と
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
の
竹
を
使
用
し
た
七
夕
飾
が
会
場
内
を

彩
り
ま
す
。　

■
場
所
　

　
御
茶
の
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　

　

（
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
４
ー
６
）

■
内
容

○
各
地
域
の
特
産
品
の
販
売

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布　

な
ど

問
商
工
観
光
課
　

　

（
93
）
４
９
４
２

■
申
込
み

　

７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
６

日
（
月
）
ま
で
に
提
出
（
郵
送
可
、

６
日
の
消
印
有
効
）

■
合
格
発
表

　

全
て
の
受
験
者
に
合
否
結
果
を

通
知

問
・
申
込
先
　
総
務
課
　

　

（
93
）
１
１
１
３

　
〒
２
８
６
－

０
２
９
２

　
　（
住
所
不
要
）

2

市
職
員
募
集

「
消
防
・
管
理
栄
養
士
」

　
子
ど
も
の
時
か
ら
食
に
関
心

を
持
ち
、
作
る
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

親
子
で
力
を
合
わ
せ
て
料
理

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
対
象

　
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
を

選
択

①
７
月
27
日
（
金
）　

　

９
時
30
分
～
13
時
（
予
定
）

　

小
学
生
と
そ
の
兄
弟

②
８
月
２
日
（
木
）

　

10
時
～
13
時
（
予
定
）

　

年
長
児

※
必
ず
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

■
定
員
　
各
日
10
組

■
費
用
　
１
人
５
０
０
円

■
申
込
み
　

　
電
話

　

（
後
日
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。）

■
そ
の
他

　
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
・
申
込
先
　
健
康
推
進
課

　

（
93
）
４
１
２
１

夏
休
み

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

11
時
～
19
時  

開
催

ゆ
か
り
の
地
Ｐ
Ｒ
を

　
　
　
　
　
　
　

都
内
で
行
い
ま
す

岩
崎
家
ゆ
か
り
の
地
広
域
連
携
事
業

７

（金）
６

　夏休みの５日間、市内の小学生を対象に、学習ボランティアととも

に学ぶ「富里市きょうざん塾」を開催します。参加希望のお知らせは、

６月上旬に各小学校を通じて配付しています。

■日時　７月30日（月）～８月３日（金）９：30～11：30

■対象・場所・定員　小学２～６年生　85人（応募多数時は抽選）

〇福祉センター２階大会議室　　〇浩養小学校ランチルーム　

〇北部コミュニティセンター

■内容　〇漢字を中心とした小学校国語で学習する基礎的な内容

　　　　〇計算を中心とした小学校算数で学習する基礎的な内容

■持ち物　筆記用具、上履き、飲み物

■その他　会場までは保護者が送迎してください。

問きょうざん会事務局（学校教育課内）　 （93）７６５９

今年の夏休みも開催します！

平成版てらこや　

　「きょうざん塾」は、江戸後期から明治初期に昌福寺＜中沢＞に書の大家

である「京燦（きょうざん）」という僧侶がおり、寺子屋のようなかたち

で教えていたことから名付けられました。

　平成版てらこや「富里市きょうざん塾」の学習ボランティアを募

集します。

　できるだけ多くの人に学習のお手伝いをお願いしたいと思います。

希望する人は、きょうざん会事務局（学校教育課内）に問い合わせ

てください。高校生ボランティアも募集しています。

学習ボランティア募集

富里市きょうざん塾

６月９日付けで任期満了を迎えた、固定

資産評価審査委員会委員の坂田啓一さん

（七栄）が、議会の同意を得て再任され

ました。今後3年間にわたり審査業務

に従事されます。

固定資産評価審査委員会

坂田委員が再任

問監査委員事務局

　 （93）６４９３ ▲再任された坂田委員

千葉

▲富里すいかを彫刻したカービング作品を展示してます

▲

昨
年
度
、
同
施
設
で
開
催
し
た
様
子


